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　「世界遺産」という言葉は、今では知らない人はいないと言ってもよいほ
ど、当たり前のものとなりました。姫路城が法隆寺と共に、日本初の世界遺
産に登録されてから30年。この機会に、改めて世界遺産 “Himeji-jo” を見詰
め直してみましょう。 文化財課 ･☎221-2786

世界遺産が
生まれた日

特集　2023・12・11―姫路城世界遺産登録30周年

　
姫
路
城
の
よ
う
な
木
造
建
造
物
は
、

手
入
れ
を
し
な
け
れ
ば
30
年
と
持
た
ず

に
朽
ち
て
い
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
姫

路
城
は
防
御
の
た
め
の
城
と
し
て
機
能

し
て
い
た
江
戸
時
代
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
機
能
が
失
わ
れ
た
明
治
以
降
も
、
先

人
た
ち
が
手
を
入
れ
、
見
守
っ
て
、
何

と
か
維
持
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ

う
し
た
長
い
修
理
の
歴
史
に
加
え
て
、

近
年
の
大
き
な
修
理
と
し
て
は
、
建
造

物
を
す
べ
て
解
体
し
、
再
び
組
み
直
す

「
根
本
修
理
」
を
行
っ
た
「
昭
和
の
大

修
理
」、大
天
守
の
瓦
・
壁
な
ど
を
修
復
・

新
調
し
た
大
天
守
保
存
修
理
（
い
わ
ゆ

る
「
平
成
の
大
修
理
」）が
あ
り
ま
す
。

世
界
遺
産
を

維
持
す
る
取
り
組
み



3 広報ひめじ 2023年（令和５年）12月号33 広報ひめじ 2023年（令和５年）12月号広報ひめじ 2023年（令和５年）12月号

　
世
界
遺
産
と
は
、
す
べ
て
の
人
類
に

と
っ
て
価
値
の
あ
る
遺
産
を
、
破
壊
な

ど
の
脅
威
か
ら
守
る
た
め
の
国
際
的
な

協
力
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

昭
和
47
（
１
９
７
２
）
年
、
国
際
連
合

教
育
科
学
文
化
機
関
（
Ｕユ

ネ

ス

コ

Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）

総
会
で
採
択
さ
れ
た
世
界
遺
産
条
約
（
世

界
の
文
化
遺
産
及お

よ

び
自
然
遺
産
の
保
護

に
関
す
る
条
約
）
に
基
づ
き
、「
世
界
遺

産
一
覧
表
」
に
記
載
さ
れ
た
文
化
・
自

然
遺
産
を
い
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
人
類
に
と
っ
て
の
宝
物
。

世
界
を
見
渡
し
た
と
き
、
各
国
の
さ
ま

ざ
ま
な
文
化
を
表
す
も
の
と
し
て
、
誰

も
が
大
事
に
し
、
後
世
に
残
す
べ
き
と

思
う
も
の
、
そ
れ
が
世
界
遺
産
で
す
。

　
姫
路
城
が
な
ぜ
世
界
遺
産
に
選
ば
れ

た
の
か
を
語
る
前
に
、
ぜ
ひ
覚
え
て
ほ

し
い
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」。英
語
で
は

O
utstanding U

niversal V
alue

（
略
し
て
「
Ｏ
Ｕ
Ｖ
」）で
す
。
世
界
遺

産
に
な
る
に
は
、
こ
の
Ｏ
Ｕ
Ｖ
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
り

そ
も
そ
も
世
界
遺
産
と
は
？

姫
路
城
が
選
ば
れ
た
理わ

由け

ま
せ
ん
。

　
姫
路
城
は
「
木
造
建
築
の
傑
作
で
、

白
漆し

っ

喰く
い

の
使
用
、
多
く
の
建
築
群
と
屋

根
の
重
な
り
が
築
く
繊
細
な
構
成
の
両

面
に
お
い
て
、
合
理
的
機
能
を
卓
越
し

た
真
実
の
魅
力
に
結
合
さ
せ
て
い
る
」

こ
と
や
、「
日
本
の
木
造
城
郭
建
築
の
最

高
点
を
表
し
、
そ
の
重
要
な
特
徴
を
損

傷
な
く
保
存
し
て
い
る
」
こ
と
な
ど
が

評
価
さ
れ
、
Ｏ
Ｕ
Ｖ
が
認
め
ら
れ
た
の

で
す
。

　
日
本
が
世
界
遺
産
条
約
を
批
准
し
た

の
は
平
成
４
（
１
９
９
２
）
年
。
同
時

に
、
世
界
遺
産
へ
の
登
録
推
薦
書
の
提

出
期
限
が
間
近
に
迫
っ
て
い
ま
し
た
。

姫
路
城
と
法
隆
寺
が
最
初
の
推
薦
候
補

と
な
っ
た
理
由
は
、
ま
ず
国
内
で
は
誰

も
が
そ
の
価
値
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
。
加
え
て
、
文
部
省
（
当
時
）

が
直
接
保
存
修
理
を
行
い
、
価
値
を
証

明
す
る
資
料
が
そ
ろ
っ
て
い
た
こ
と
も

大
き
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
推
薦
書
の
作
成
な
ど
、

登
録
手
続
き
は
こ
れ
ま
で
誰
も
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
ゼ
ロ
か
ら
の
作
業
。
文

化
庁
を
は
じ
め
、
当
時
の
関
係
者
の
苦

労
は
並
大
抵
で
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

登
録
に
至
る
ま
で
の
秘
話

　
登
録
を
審
査
し
た
第
17
回
世
界
遺
産

委
員
会
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
共
和
国
、
カ

リ
ブ
海
に
面
し
た
南
米
屈
指
の
リ
ゾ
ー

ト
地
・
カ
ル
タ
ヘ
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
姫
路
城
の
登
録
審
査
が
行
わ
れ
た

の
は
、
平
成
５
（
１
９
９
３
）
年
12
月

10
日
。日
本
と
の
時
差
は
14
時
間
で
す
。

日
付
が
変
わ
っ
て
よ
う
や
く
届
い
た
決

定
の
一
報
は
、
姫
路
城
迎
賓
館
で
今
か

今
か
と
待
ち
わ
び
る
戸
谷
松
司
市
長
（
当

時
）
に
届
け
ら
れ
、
姫
路
城
の
夜
空
に

万
歳
の
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
姫
路
城
の
よ
う
な
木
造
建
造
物
は
、

手
入
れ
を
し
な
け
れ
ば
30
年
と
持
た
ず

に
朽
ち
て
い
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
姫

路
城
は
防
御
の
た
め
の
城
と
し
て
機
能

し
て
い
た
江
戸
時
代
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
機
能
が
失
わ
れ
た
明
治
以
降
も
、
先

人
た
ち
が
手
を
入
れ
、
見
守
っ
て
、
何

と
か
維
持
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ

う
し
た
長
い
修
理
の
歴
史
に
加
え
て
、

近
年
の
大
き
な
修
理
と
し
て
は
、
建
造

物
を
す
べ
て
解
体
し
、
再
び
組
み
直
す

「
根
本
修
理
」
を
行
っ
た
「
昭
和
の
大

修
理
」、大
天
守
の
瓦
・
壁
な
ど
を
修
復
・

新
調
し
た
大
天
守
保
存
修
理
（
い
わ
ゆ

る
「
平
成
の
大
修
理
」）が
あ
り
ま
す
。

世
界
遺
産
を

維
持
す
る
取
り
組
み

▲世界遺産登録決定の
連絡を受ける戸谷市長

◀世界遺産登録を
祝う鏡割り

◀
明
治
の
修
理
の
様
子
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１
３
３
３　
赤
松
則
村
（
円
心
）
が
姫
山
に
縄

張
り
し
た
と
さ
れ
る

１
３
４
６　
赤
松
貞
範
が
姫
山
に
築
城
し
た
と

さ
れ
る

１
５
８
１　
羽
柴
（
豊
臣
）
秀
吉
の
天
守
が
完

成

１
６
０
０　
池
田
輝
政
、
三
河
吉
田
か
ら
入
封

１
６
０
９　
五
重
６
階
・
地
下
１
階
の
連
立
式

天
守
が
完
成

１
６
１
７　
本
多
忠
政
、
伊
勢
桑
名
か
ら
入
封

１
６
１
８　
忠
政
、
西
の
丸
を
造
営
、
御
殿
群

を
整
備

１
６
５
６　
榊
原
忠
次
、
天
守
大
柱
根
継
ぎ
、

補
強
柱
補
加

１
６
８
４　
本
多
忠
国
、
大
天
守
地
階
〜
４
階

に
支
柱
補
加

１
７
４
９　
酒
井
忠
恭
、
上
野
前
橋
か
ら
入
封

１
８
６
８　
酒
井
忠
邦
、
版
籍
奉
還

１
８
７
３　
姫
路
城
の
「
存
城
」
が
決
定

１
８
７
４　
陸
軍
姫
路
営
所
の
設
置
が
決
定

１
９
１
０　
明
治
の
修
理
（
〜
１
９
１
１
）

１
９
１
２　
姫
路
城
の
一
般
公
開
開
始

１
９
２
８　
姫
路
城
が
旧
史
跡
に
指
定

１
９
３
１　
天
守
群
が
旧
国
宝
に
指
定

１
９
３
４　
昭
和
の
大
修
理
開
始

１
９
５
１　
天
守
群
が
国
宝
に
指
定

１
９
５
２　
姫
路
城
跡
が
特
別
史
跡
に
指
定

１
９
５
６　
大
天
守
な
ど
の
解
体
修
理
開
始

　
　
　
　
　
（
〜
１
９
６
４
、昭
和
の
大
修
理
）

１
９
９
３　
世
界
遺
産
に
登
録

２
０
０
９　
平
成
の
大
修
理
（
〜
２
０
１
５
）

２
０
２
３　
世
界
遺
産
登
録
30
周
年

姫
路
城
の
歩
み

姫路城の世界遺産登録証

応
策
を
検
討
す
る
な
ど
の
地
道
な
努
力

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

姫
路
城
は
、
幸
か
不
幸
か
そ
う
し
た
道

の
り
を
経
る
こ
と
な
く
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。

　
姫
路
城
に
つ
い
て
は
、
ど
う
し
て
も

大
天
守
の
あ
る
中
核
部
分
に
関
心
が
集

中
し
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
世
界
遺
産

の
登
録
範
囲
は
周
囲
に
広
が
る
１
０
７

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
広
大
な
も
の
。
全

体
の
価
値
は
目
に
見
え
る
建
造
物
や
石

垣
、
土
塁
、
堀
だ
け
で
な
く
、
発
掘
調

査
を
し
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
地
下
の

遺
跡
や
古
文
書
な
ど
の
関
連
資
料
を
含

め
、
多
種
多

様
な
要
素
か

ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
５
年
10
月

現
在
、
世
界

遺
産
の
登
録

件
数
は
、
世

界
全
体
で
１
，

１
９
９
件
、
国
内
で
25
件
。
姫
路
城
が

世
界
遺
産
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、

今
あ
る
価
値
を
一
層
磨
き
な
が
ら
、
潜

在
的
な
価
値
を
見
い
だ
す
な
ど
新
し
い

魅
力
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
、そ
し
て
、

そ
れ
を
広
く
世
界
に
伝
え
て
い
く
こ
と

が
、
私
た
ち
市
民
に
も
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

　
姫
路
城
の
国
宝
・
重
要
文
化
財
は
合

計
で
82
棟
と
、
全
国
で
も
屈
指
の
数
。

30
年
ご
と
に
手
を
入
れ
る
と
す
る
と
、

単
純
計
算
で
も
毎
年
２
・
３
棟
の
修
理

が
必
要
で
す
。
い
つ
も
ど
こ
か
で
保
存

修
理
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
理
由
が
お

分
か
り
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
姫
路
城
は
24
時
間
休
む
こ
と

な
く
警
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
セ
ン
サ
ー
な
ど
、
最
新
の
機
器
も
用

い
て
い
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
人
の
目

で
確
認
す
る
と
い
う
地
道
な
作
業
も
続

け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
姫
路
城
は
、
伝
統
的
な
保

存
技
術
・
材
料
を
用
い
る
な
ど
、
日
本

の
保
存
修
理
の
優
れ
た
仕
組
み
、
そ
れ

ら
を
支
え
る
多
く
の
人
々
の
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
に
よ
っ
て
、
Ｏ
Ｕ
Ｖ
が
維
持
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
一
方
、
世
界
に
目
を
向

け
る
と
、
地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
自

然
災
害
、
さ
ら
に
は
各
地
で
起
こ
る
戦

争
や
火
災
な
ど
、
世
界
遺
産
へ
の
差
し

迫
っ
た
脅
威
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
指

す
場
合
、
そ
う
し
た
脅
威
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
、
長
期
間
に
わ
た
る
学
術
研

究
や
、
住
民
を
含
め
た
地
域
全
体
で
対

姫
路
城
が
世
界
遺
産
で

あ
り
続
け
る
た
め
に

◀
昭
和
の
大
修
理
の
様
子

◀
平
成
の
大
修
理
の
様
子

地下の遺跡（武家屋敷跡）
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　12月11日㈪の世界遺産登録記念日に、姫路城を借
景にした“チェキ”の撮影会を開催。撮影した写真
に寄せ書きし、ボードに飾ります。みんなで記念日
をお祝いしませんか（写真は３月の30周年記念式典
でも展示予定）。お城
周辺を巡る最新型Ｅ
Ｖループバスのお披
露目式も。
◆時間　午前９時～
午後５時
◆場所　姫路城三の
丸広場

地歴部の活動内容は？
　昨年度は野里の町並みが果たす姫路城の防御とし
ての役割について、今年度は上月城の戦いについて
研究しました。まとめた研究レポートは、全国高校
生歴史フォーラム（通称：地歴甲子園）で成果を発
表しています。その他、いろいろな史跡を訪ねたり、
中学生向け埴

は に わ

輪作り体験のインストラクターに挑戦
したりしています。
　研究では、実際に現地を訪れ、詳しい人に聞いた
り、模型を作ったりして仮説を検証します。特に、
野里の町並みについての研究は、特別史跡地内にあ
る東高の立地を最大限に生かしたものとなりました。
今後も東高ならではの活動に取り組みたいです。

姫路城の魅力や、今後も守っていきたい点は？
　課外授業「姫路城学」で、石垣の積み方に工夫が
あることを学びました。天守だけでなく、石垣もた
くさんの人に見てほしいです。また、左官職人の講
師から、漆

し っ

喰
く い

の技術は伝えられているが、原材料の
再現が難しいと聞きました。何もしなければ失われ
るものも多く、私たち一人ひとりが「姫路城を守り
たい」という意識を持つことが大切だと思います。

城郭市民セミナー城郭市民セミナー
全国城跡等石垣整備調査研究会全国城跡等石垣整備調査研究会
　国内城郭等の石垣整備について議論する全国大会。今年　国内城郭等の石垣整備について議論する全国大会。今年
は初開催から20年目の節目に当たります。「文化財石垣修理は初開催から20年目の節目に当たります。「文化財石垣修理
20年の蓄積と今後の展望」をテーマに、直近の10年間で明20年の蓄積と今後の展望」をテーマに、直近の10年間で明
らかになった課題と今後の展望について、研究者や石工がらかになった課題と今後の展望について、研究者や石工が
意見を交わします。意見を交わします。
◆◆日時　日時　６年１月25日㈭、午後１時～４時、26日㈮、午前６年１月25日㈭、午後１時～４時、26日㈮、午前
９時半～午後４時半９時半～午後４時半
◆◆場所　場所　イーグレひめじあいめっせホールイーグレひめじあいめっせホール
◆◆定員　定員　80人（原則２日とも参加できる人）80人（原則２日とも参加できる人）
◆◆参加費　参加費　無料。資料集等を5,000円で販売します無料。資料集等を5,000円で販売します

史料講座（中級）史料講座（中級）
　少し読み応えのある古文書を解読します。　少し読み応えのある古文書を解読します。
◆◆日時　日時　６年１月31日～３月６日の毎週水６年１月31日～３月６日の毎週水
曜日（全６回）、午前10時～11時半曜日（全６回）、午前10時～11時半
◆◆場所　場所　日本城郭研究センター２階中会議日本城郭研究センター２階中会議
室室
◆◆対象　対象　古文書の基本的な解読ができる人古文書の基本的な解読ができる人
（今年度の初級講座受講者は受講できませ（今年度の初級講座受講者は受講できませ
ん）ん）
◆◆定員　定員　40人40人
◆◆受講料　受講料　2,000円2,000円

世界遺産登録記念日

城郭研究室の

祝賀イベント祝賀イベント

イベントイベント

▶▶観光課・☎221-2121観光課・☎221-2121

▶▶城郭研究室・☎289-4877城郭研究室・☎289-4877

当日は姫路城や
好古園、動物園
が入場無料！

12
11 世界遺産登録20周年の寄せ書きの様子

（平成25年）

申し込みは12月22日㈮までに、往復はがきかウェ
ブサイトで住所、郵便番号、氏名（ふりがな）、電
話番号を城郭研究室（〒670-0012　本町68-258）
へ。１通で１人。応募多数の場合は抽選

県立姫路東高等学校

地歴部の皆さんインタビュ
ー

（左から）吉田さん、梶本さん、井藤さん、守谷さん、大林教諭
校内にある特別史跡の案内パネル前で
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原欣伸さん（犬山市）

千田嘉博さん

臥雲義尚さん（松本市）

堅け
ん

固ご

の
城
」
で
、
攻
め
る
こ
と
が
難
し

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
五
城
の
中
で

唯
一
、民
間
所
有
の
城
で
も
あ
り
ま
す
。

臥
雲　
松
本
城
の
魅
力
は
、
黒
の
格
好

良
さ
。
大
河
ド
ラ
マ
に
も
登
場
し
た
石

川
数
正
が
築
城
し
ま
し
た
。
豊
臣
時
代

に
造
ら
れ
た
天
守
と
、
徳
川
時
代
に
造

ら
れ
た
月
見
櫓や

ぐ
ら

が
あ
り
、
戦
の
時
代
か

ら
平
和
の
時
代
へ
と
移
行
す
る
城
郭
文

化
を
楽
し
め
ま
す
。
北
ア
ル
プ
ス
の
山

々
を
背
景
に
し
た
景
観
は
格
別
で
す
。

千
田　
姫
路
城
は
白
漆
喰
の
大
天
守
、

連
立
式
と
い
う
究
極
の
天
守
の
形
で
、

非
常
に
魅
力
的
で
す
。
松
江
城
は
、
強

い
構
造
を
実
現
し
た
江
戸
時
代
の
人
の

知
恵
の
結
集
。
彦
根
城
は
、
お
城
や
塀

も
含
め
て
、
近
世
武
家
文
化
の
全
体
像

を
体
感
で
き
ま
す
。
犬
山
城
は
全
国
の

天
守
の
源
流
で
あ
り
、
戦
略
の
要
地
で

も
あ
る
歴
史
的
景
観
が
素
晴
ら
し
い
。

松
本
城
は
黒
い
城
の
日
本
代
表
で
、
毎

年
、
黒
漆
を
塗
り
替
え
て
、
美
し
く
保

た
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が

あ
っ
て
、非
常
に
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

上
定
　
松
江
城
は
五
城
の
中
で
、
築
城

も
国
宝
指
定
も
最
も
新
し
い
城
。
築
城

年
が
不
明
だ
っ
た
た
め
、
な
か
な
か
国

宝
に
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
必
死
の

調
査
が
実
を
結
び
、
つ
い
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
構
造
に
特
徴
が
あ
り
、
柱
は

姫
路
城
の
よ
う
な
１
本
の
通
し
柱
で
は

な
く
、
２
階
ず
つ
の
通
し
柱
。
耐
震
性

に
優
れ
た
当
時
の
最
先
端
の
工
法
で
す
。

和
田　
彦
根
城
の
天
守
は
小
規
模
で
す

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
破は

風ふ

が
組
み

合
わ
さ
り
、
意
匠
に
富
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
五
城
の
中
で
唯
一
、
唐
破
風
の

飾
り
金
具
な
ど
が
金き

ん

箔ぱ
く

押
し
に
な
っ
て

い
ま
す
。
金
箔
の
剥
が
れ
た
し
ゃ
ち
ほ

こ
は
、
何
と
か
復
元
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
Ｃ
Ｍ
に
も
使
わ
れ
た
名
勝
庭

園
・
玄
宮
園
か
ら
望
む
天
守
は
絶
景
で

す
。
現
在
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

原　
犬
山
城
は
小
さ
い
で
す
が
、
五
城

の
中
で
最
古
の
天
守
。
そ
の
後
の
多
く

の
城
の
モ
デ
ル
に
も
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
山
の
上
に
あ
っ
て
眺
め
は
最
高
。

木
曽
川
と
断
崖
絶
壁
に
守
ら
れ
た
「
後う

し
ろ

千
田
　
か
つ
て
日
本
に
は
３
万
を
超
え

る
お
城
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
も
天

守
が
残
っ
て
い
る
の
は
12
城
だ
け
。
中

で
も
国
宝
五
城
は
江
戸
時
代
初
期
以
前

の
築
城
で
、戦
国
の
知
恵
の
結
集
で
す
。

ま
ず
は
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

清
元
　
姫
路
城
は
、
白
漆し

っ

喰く
い

が
多
く
使

わ
れ
た
連
立
式
天
守
。
ど
の
角
度
か
ら

見
て
も
非
常
に
美
し
く
、
ま
た
守
り
も

堅け
ん

牢ろ
う

な
お
城
で
す
。「
平
成
の
大
修
理
」

後
は
「
白
す
ぎ
城
」
と
も
言
わ
れ
ま
し

た
が
、
白
漆
喰
を
使
っ
た
の
は
、
火
災

に
強
い
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

国
宝
五
城
の
魅
力

特別版 お城EXPO in 姫路

９月16日にアクリエひめじで開催した「国宝五城サミット」。その内容の一部をお届けします。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

・
城
郭
考
古
学
者
　
　
千
田
嘉
博
さ
ん

参
加
者

・
長
野
県
松
本
市
長
　
臥
雲
義
尚
さ
ん

・
愛
知
県
犬
山
市
長
　
原
欣
伸
さ
ん

・
滋
賀
県
彦
根
市
長
　
和
田
裕
行
さ
ん

・
島
根
県
松
江
市
長
　
上
定
昭
仁
さ
ん

・
兵
庫
県
姫
路
市
長
　
清
元
秀
泰

犬山城　織田信康築城（1537ごろ）犬山城　織田信康築城（1537ごろ） 松本城　石川数正ら築城（1595ごろ）松本城　石川数正ら築城（1595ごろ）姫路城　池田輝政築城（1609）姫路城　池田輝政築城（1609）松江城　堀尾吉晴築城（1611）松江城　堀尾吉晴築城（1611） 彦根城　井伊直政ら築城（1607ごろ）彦根城　井伊直政ら築城（1607ごろ）
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和田裕行さん（彦根市）

清元秀泰（姫路市）

上定昭仁さん（松江市）

千
田　
お
城
が
今
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

長
年
に
わ
た
る
維
持
管
理
の
お
か
げ
。

中
で
も
、
解
体
修
理
で
新
た
に
分
か
っ

た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

臥
雲　
松
本
城
が
あ
る
の
は
、
湧
き
水

が
豊
富
で
湿
地
の
よ
う
な
場
所
。
昭
和

25
年
か
ら
の
大
修
理
で
は
、
縁
の
下
の

仕
組
み
が
非
常
に
頑
丈
で
、
地
盤
対
策

に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
無
理
を
し
て
で
も
こ
の

場
所
に
築
城
し
た
こ
と
が
、
現
在
の
松

本
市
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

原　
犬
山
城
の
建
物
は
、
美
濃
金
山
城

か
ら
移
築
さ
れ
た
と
い
う
説
が
あ
る
ほ

か
、増
築
に
つ
い
て
も
諸
説
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
修
理
の
際
に
材
木
を
調
べ
、

移
築
の
痕
跡
は
な
い
こ
と
、
全
層
が
同

時
期
に
建
築
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
た
だ
、
移
築
説
も
消

え
て
は
お
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
見
方
が

で
き
る
の
が
歴
史
の
ロ
マ
ン
だ
と
思
い

ま
す
。 解

体
修
理
で
分
か
っ
た
こ
と

和
田　
彦
根
城
は
昭
和
32
年
か
ら
解
体

修
理
を
行
い
、
天
守
の
部
材
は
他
の
城

か
ら
流
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
大
津
城
の
天
守
を
移
築
し
た
ほ

か
、
佐
和
山
城
な
ど
の
部
材
を
リ
ユ
ー

ス
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
先
取
り
と
言
え
ま
す
。

上
定　
松
江
城
の
昭
和
25
年
か
ら
の
解

体
修
理
で
は
、
築
城
時
に
地
鎮
の
祈き

禱と
う

に
使
わ
れ
た
品
が
多
く
見
つ
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
リ
ユ
ー
ス
さ
れ
た
部
材
が

見
つ
か
り
、
松
江
城
も
「
持
続
可
能
な

城
」
と
言
え
ま
す
。

清
元　
姫
路
城
は
昭
和
・
平
成
の
大
修

理
以
外
に
も
常
に
ど
こ
か
を
修
理
し
て

い
て
、そ
の
た
び
に
発
見
が
あ
り
ま
す
。

池
田
輝
政
の
築
城
で
は
秀
吉
の
石
垣
を

基
礎
に
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
ほ
か
、

天
守
の
最
上
階
の
壁
の
中
に
鴨か

も

居い

が
見

つ
か
り
ま
し
た
。
当
初
は
窓
と
し
て
計

画
し
た
も
の
の
、
耐
震
性
を
高
め
る
た

め
に
ふ
さ
い
だ
の
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

千
田　
お
城
の
修
理
は
、
多
く
の
発
見

が
得
ら
れ
る
重
要
な
機
会
。
良
い
修
理

を
し
て
、
秘
密
を
解
き
明
か
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

千
田　
お
城
を
残
す
だ
け
で
な
く
、
活

用
し
、
後
世
に
継
承
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

清
元　
後
世
へ
の
継
承
に
は
、
ハ
ー
ド

だ
け
で
な
く
ソ
フ
ト
も
大
切
。
生
き
た

歴
史
を
継
承
す
る
た
め
、
姫
路
藩
主
・

酒
井
家
の
大
名
行
列
や
千
姫
の
衣
装
を

再
現
す
る
リ
ビ
ン
グ
ヒ
ス
ト
リ
ー
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

上
定　
昨
年
か
ら
松
江
城
の
床
磨
き
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
名
行
列
の

再
現
や
、
行あ

ん

燈ど
ん

で
堀
を
照
ら
す
夜
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

和
田　
保
存
と
活
用
の
バ
ラ
ン
ス
が
大

切
。
映
画
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
有
効
に

活
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
彦
根

城
を
活
用
し
な
が
ら
守
っ
て
い
き
ま
す
。

原　
「
犬
山
城
み
ら
い
サ
ポ
ー
タ
ー
」

の
子
ど
も
た
ち
が
お
城
の
床
磨
き
を
し

て
い
ま
す
。
城
下
町
は
道
路
の
拡
幅
を

後
世
に
継
承
す
る
た
め
に

行
わ
ず
、
江
戸
時
代
の
ま
ま
の
町
割
り

が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
生
か
し

た
保
存
と
活
用
の
計
画
を
策
定
中
で
す
。

臥
雲　
松
本
城
で
も
市
民
に
よ
る
天
守

の
床
磨
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
楽
し
み
に
つ
な
が
る
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
。
さ
ら
に
、
今
後
７
年

ほ
ど
か
け
て
堀
を
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

し
、
令
和
12
年

ま
で
に
水
を
た
た
え
た
堀
を
復
元
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

千
田　
私
た
ち
も
お
城
を
見
に
行
く
だ

け
で
な
く
、
歴
史
を
生
か
し
た
取
り
組

み
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
本
物
の
文
化

財
の
歴
史
を
体
感
で
き
、
お
城
を
守
る

一
員
に
な
れ
ま
す
。
こ
れ
は
以
前
に
は

な
か
っ
た
こ
と
。
こ
れ
か
ら
、
も
っ
と

楽
し
い
国
宝
五
城
の
世
界
が
広
が
り
ま

す
。
本
日
は
素
晴
ら
し
い
サ
ミ
ッ
ト
に

な
り
ま
し
た
。
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　アクリエひめじが４日間限定でお届けする「クリス
マスマーケット」。ここでしか味わえないハッピー＆フ
ァンタスティックな景色を目に焼き付けて。入場無料。

▶文化コンベンション課・☎221-2064

同
時
開

催

ID:25690

クリスマスの雰囲気に包まれて、会場内のスケートリンクやマーケットを楽
しみながら、すてきなお相手を見つけませんか。

▶こども総務課少子化対策室･☎221-1521
♥日時　12月23日㈯、午後５時～８時半
♥場所　アクリエひめじ
♥対象・定員　20歳～39歳までの独身の人。男女各15人（応募多
数の場合は抽選）
♥参加費　3,000円（食事代などを含む）
♥申し込み　12月14日㈭までに、ウェブサイトでこども総務課へ

ライトアップされた空間に舞い落ち
る人工雪や、キャスティ21公園を照
らすキャンドルがとっても幻想的

アクリエに雪が降る

クリスマスムードを高めるスペ
シャルプログラムが目白押し

ライブステージ

洋菓子やビールなど、クリスマスに味わいたい
フード＆ドリンクやスイーツ、思わず手に取り
たくなる雑貨、ワークショップがいっぱい！

クリスマスマーケット

ドイツ製のアンティークな馬の背に乗れば、
心はヨーロッパ気分！（有料）

メリーゴーラウンドが登場

私たちの笑顔を照らす大きな生
木の下で、本物ならではの安ら
ぎと香りを満喫しよう

ホンモノのクリスマスツリー

冷たくない⁉　氷じゃないリンクで、軽
やかにスケートを楽しもう♪（有料）

不思議なスケートリンクも出現

同
時
開

催

運命の人に
出会えるかも

恋活パーティ

WhitehiteChristmas

キラキラひめじ、ピカピカ出会い。

12/22㊎～25㊊
　11:00～20:00（初日は15:00～）
　　アクリエひめじ展示場 ほか

詳しくは詳しくは
ＷＥＢでＷＥＢで

応募は
コチラから

アクリエひめじ
冬のにぎわい

2023

アクリエひめじで開催中の
「光のイルミネーション」
と一緒に楽しんで！

※画像・写真はすべてイメージです
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と

姫路の最近の動きをお届けします

9 広報ひめじ 2023年（令和５年）12月号

同
時
開

催

   

   

   

   

　来年、海外姉妹都市提携40周年を迎えるブラ
ジル・クリチバ市から、グレカ・ハファエル市
長をはじめ６人の訪問団が姫路などを歴訪しま
した。一行は姫路城の外観を見学した後、市役
所を訪問。本市職員らから盛大な拍手で迎えら
れました。その後、「都市計画」｢スマートシティ｣
について市の担当部署と意見を交換。清元市長
にも表敬を行い、両市長は来年の提携40周年に
向け、変わらぬ親交を誓い合いました。

　姫路の地場産業である皮革の魅力をＰＲする
ため、アクリエひめじで「姫路レザーファッシ
ョンショー」を開催。公募で選ばれた一般市民
モデルら約90人が姫路の皮革を使用した衣装な
どを身に着け、ランウエーで披露しました。ま
た、世界的なファッションデザイナー・コシノ
ミチコさんも舞台に登場。姫路の皮革を使い、
“忍者”をテーマにした新作を披露し、会場を
大いに盛り上げました。

　ＪＲ姫路駅周辺などで、市街地を中心とした
総合防災訓練・国民保護訓練を実施。近い将来、
必ず起こるといわれている南海トラフ地震が発
生したとの想定の下、地震時の安全確保を行う
シェイクアウト訓練や高所からの救助救出など
の訓練を行い、会場は緊迫した空気に包まれま
した。また、メイン会場の大手前公園では、防
災の知識を学べる「防災フェア」を初開催。放
水などに挑戦する親子連れらでにぎわいました。

　３年連続で「中秋の名月」と満月が重なった
今年、姫路城と好古園で観月会を開催しました。
世界遺産登録30周年を迎えた姫路城では、小学
生のマーチングバンドや地元団体による筝曲、
和太鼓の演奏のほか、姫路ふるさと大使の河内
家菊水丸さんが新作「姫路城音頭」を初披露。
訪れた人らは地酒や月見団子などに舌鼓を打ち
ながら、思い思いに一夜限りの天体ショーやス
テージなどを満喫しました。

海外姉妹都市クリチバ市長
提携40周年を前に歴訪10/₄

コシノミチコさんが来姫
姫路の皮革とコラボ！₉/30

市街地のど真ん中で
総合防災訓練などを実施10/₁

中秋の夜空の下
風情ある満月をめでる₉/29
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　年の瀬が近づいてまいりました。市民の皆さまにとって、今年はどんな年だ
ったでしょうか。
　私にとっては、４月の市長選で市民の皆さまの負託を受け、２期目の市政運
営に全力で取り組んできた一年でした。姫路城世界遺産登録30周年を祝して、
２月に４年ぶりとなる姫路城マラソンを開催。３月に姫路城のライトアップを
ＬＥＤ化したほか、５月には平成中村座姫路城公演、さらに９月のお城ＥＸＰ
Ｏや現在開催中の大手前通りイルミネーションなど、さまざまな記念事業を展
開しました。
　また、中央卸売市場の移転や、こどもの未来健康支援センター「みらいえ」
の開所、夜間中学のあかつき中学校の開校も。10月には平和首長会議の国内加盟都市会議が開催され、本市も核兵
器廃絶と世界恒久平和に向けたメッセージを発信しました。
　依然として厳しい社会経済状況ですが、来年も観光や産業の振興を図り、ポストコロナにおける経済の活性化を
促進するとともに、市民の皆さまの命、くらし、一生の３つのＬＩＦＥを全力で守り支えてまいります。

姫路市長　

市長のラジオ
「Hidepedia ひでぺでぃあ」

ユーチューブで配信中

10
月
20
日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
姫
路

リ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
で
の｢

姫
路
城

Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ｣

寄き

附ふ

金
贈
呈
式
で

今年を振り返って
市長随想　しせい惻

そく

怛
だつ

パブリック・コメントパブリック・コメント

◆意見の提出ができる人　次のいずれかに該当する
人①市内に在住②市内に事務所または事業所を持つ
③市内に通勤または通学④市税の納税義務がある⑤
意見募集の対象となる案件に利害関係がある

◆意見の提出方法　公表期間中に、封書かファクス、
電子メールで案の名称、意見、住所、郵便番号、氏
名、年齢、電話番号、事業所名か学校名（住所が市
外の場合）を各担当課へ。閲覧場所（上記）への持
参もできます。2・3はウェブサイトからも提出可
能

閲覧場所 閲覧時間
各担当課、市政情報セﾝ
ター（市役所１階）、各支
所（飾磨支所を除く）・地
域事務所・出張所・サー
ビスセﾝター（置塩・菅
野を除く）

8:35～17:20（土・日曜日、
祝休日、12/29㈮～６年 1
/3㈬を除く）

飾磨支所 8:35～19:30（12/31㈰～６
年1/3㈬を除く）

駅前市役所
10:00～19:30（６年1/1
㈷を除く、12/31㈰は18:
00まで、６年1/2㈫は19:
00まで）

曽左・四郷・八幡公民館
9:00～17:00（月曜日、12
/28㈭～６年１/3㈬を除
く）

案の名称・内容 担当課

1

2

3

4

5

6

本市の障害福祉に関する６年度から６年間の次期
計画を策定

障害福祉推進計画 障害福祉課（市役所１階・☎221-
2454、 221-2374、 syogaif@ci
ty.himeji.lg.jp）

ID:25425

地域の医療状況の変化等を踏まえて、現行の指針
を見直し

姫路市の救急医療方策に関する指針 地域医療課（市役所８階・☎221-
2399、 221-2489、 iryo-renkei
@city.himeji.lg.jp）

ID:25771

本市の高齢者福祉に関する６年度から３年間の次
期計画を策定

高齢者保健福祉計画および介護保険事業
計画 高齢者支援課（市役所２階・☎22

1-2306、 221-2444、 chojush
akai@city.himeji.lg.jp)

ID:25524

県の感染症予防計画に沿って、新たに市の感染症
対策の基本的な方向性を定めるもの

感染症予防計画 保健所防疫課（保健所３階・☎28
9-1721、 289-0210、 hokensh
o-boeki@city.himeji.lg.jp）

ID:25613

誰もが健やかに生き生き暮らせるまちづくりに向
け、現行計画を改定

ひめじ健康プラン（保健計画）、ひめじ・
いのち支え合いプラン（自殺対策計画） 保健所健康課（保健所３階・☎28

9-1697、 289-0210、 hokensh
o-kenko@city.himeji.lg.jp）

ID:25550

市民が豊かな人間性を育み、健やかに生き生き暮
らせるまちづくりに向け、現行計画を改定

ひめじ食育推進プラン（第３次食育推進
計画） 保健所健康課（保健所３階・☎28

9-1641、 289-0210、 hokensh
o-kenko@city.himeji.lg.jp）

ID:25560

公 表 期 間

いずれも12/18㈪～６年1/18㈭

※市役所の住所は〒670-8501　安田四丁目１、
保健所の住所は〒670-8530　坂田町３

※3は上表に加えて、介護保険課（市役所２階）、
地域包括支援課（総合福祉会館２階）でも、4
～6は上表に加えて、各保健セﾝター・分室、
こどもの未来健康支援セﾝター「みらいえ」で
も閲覧できます（いずれも開業時間内）

※ ファクス、 電子メール

皆さんの意見を募集します皆さんの意見を募集します
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本会議を中継放送
　本会議は、姫路ケーブルテレビで放送。各支所
などでも視聴できます。また、ウェブサイトで本
会議の生中継と録画中継を配信します。

※いずれも午前10時から開会予定

本会議 11/24㈮、12/1㈮・4㈪・5㈫・19㈫

議会運営委員会 11/28㈫、12/18㈪

予算決算委員会 12/6㈬・13㈬

常任委員会
予算決算委員会分科会 12/7㈭・8㈮

質問内容を新聞広告とＦＭラジオでお知らせ
11月30日㈭の朝刊各紙に、質問者名と主な質問内容
を掲載。同日の午前８時ごろと午後５時35分ごろに、
「ＦＭ　ＧＥＮＫＩ」でも放送予定です。
本会議の詳しい内容は会議録で
　城内図書館と各分館、
市政情報センター（市役
所１階）、ウェブサイトで
閲覧できます。

　第４回市議会定例会は11月24日㈮に開会。開かれた市議会を目指して、さまざまな情報提供を
行っています。 ▼議会事務局・☎221-2034

第４回市議会定例会を開会します
本会議中継
はこちら

ID:9453

　４年度の市職員の給与や定員などの概要をお知らせします。詳しくは、ウェブ
サイトでも公開しています。　　 人事課・☎221-2171

■一般行政職の等級別職員数

■人件費（４年度普通会計決算）

■職員の平均年齢と平均給料月額など（５年４月１日現在） ■特別職の報酬などの状況（５年４月１日現在）

■職員給与費

■部門別職員数

級 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
合　計標準的職名 事務員・

技術員
主事補・
技師補 主事・技師 主任・

技術主任 係　長 課長補佐 課　長 部　長 局　長

職員数（人） 54  145  292  512  362  123  146  66  20  1,720 
構成比（％） 3.1  8.4  17.0  29.8  21.0  7.2  8.5  3.8  1.2  　　　100.0

歳　出　額
（Ａ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）うち人件費（Ｂ）

2,303億1,266万円 355億415万円 15.4％

職　員　数
（Ｃ）

給　与　費 １人当たり
給与費
（Ｄ／Ｃ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｄ）

3,668人 146億4,923万6千円 36億2,254万9千円 55億8,421万4千円 238億5,599万9千円 650万4千円

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職
姫路市 44.0歳 330,800円 428,871円
国 42.4歳 322,487円 ―

技能労務職
姫路市 50.6歳 335,700円 411,835円
国 51.2歳 286,942円 ―

消防職 37.9歳 300,800円 393,270円
高等学校教育職 44.9歳 355,800円 405,272円
幼稚園教育職 38.6歳 299,000円 335,765円

区　分 給料・報酬 期末手当（４年度） 算定式
市　長 1,180,000円

６月期
12月期
合　計

2.15月分
2.25月分
4.4月分

（給料月額＋地域手当）
×1.2×支給月数副市長 960,000円

議　長 823,000円
報酬月額×1.2
×支給月数副議長 747,000円

議　員 685,000円

部門 一般行政 特別行政 公営企業等 合 計区分 議会 総務 税務 労働 農林水産 商工 土木 民生 衛生 小　計 教育 消防 小　計 水道 下水道 その他 小　計
職員数 24 553 122 4 79 135 409 732 483 2,541 570 589 1,159  114 89 109 312  4,012 

対前年増減数 ▲1 17 1 0 1 2 3 8 11 42 ▲21 11 ▲10 ▲1 ▲5 2 ▲4 28

（単位：人）

人事行政人事行政の運営状況を公表しますの運営状況を公表します

職員数など（５年４月１日現在）

職員の給与など

※人件費には､ 特別職（市長､ 副市長､ 教育長、市議会議員など）の給料・報酬や共済組合への負担金、社会保険料の負担金などを含みます
※公営企業等会計分（水道事業など）は含みません。職員数は４年４月１日現在の人数です。職員手当には、退職手当を含みません

※平均給与月額は、給料と諸手当（期末・勤勉手当、退職手当を除く）の合計を月額に割り戻した
ものです
※４年度給与水準は、国家公務員を100としたラスパイレス指数で101.4(一般行政職）

※期末手当は平成17年度から当分の間、市長は15/100、副市長は10/100を減額しています



歳入の用語説明

歳出の用語説明

Himeji City Public Relations 12

●
市
税　
市
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど

●
国
・
県
支
出
金　
使
い
道
が
限
定
さ
れ
た
国
や
県
か
ら

の
財
源

●
地
方
譲
与
税　
客
観
的
な
基
準
に
よ
っ
て
譲
与
さ
れ
た

国
税

●
地
方
交
付
税　
地
方
財
源
を
調
整
す
る
国
か
ら
の
財
源

●
地
方
消
費
税
交
付
金
な
ど　
消
費
税
の
う
ち
地
方
分

配
金
な
ど

●
市
債　
市
の
借
金

●
そ
の
他　
各
種
交
付
金
、
繰
越
金
、
使
用
料
な
ど

●
民
生
費　
高
齢
者
・
障
害
者
・
子
ど
も
の
福
祉
な
ど

●
公
債
費　
借
金
の
返
済
や
利
子
の
支
払
い
な
ど

●
教
育
費　
学
校
教
育
・
施
設
整
備
な
ど

●
衛
生
費　
健
康
の
保
持
、
ご
み
・
し
尿
処
理
な
ど

●
土
木
費　
道
路
、
市
営
住
宅
の
維
持
管
理
な
ど

●
総
務
費　
戸
籍
や
徴
税
、
防
犯
対
策
な
ど

●
そ
の
他　
消
防
・
商
工
・
労
働
・
議
会
費
な
ど

ID:25171

　
１
年
間
に
ど
の
ぐ
ら
い
の
収
入
が
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
は
ど
の
よ
う
な
目
的

で
使
わ
れ
た
の
か
、
４
年
度
決
算
を
解
説
。
詳
し
い
内
容
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

財
政
課
・
☎
221
２
８
１
２

４４
年
度
年
度 

決決
算
報
告

算
報
告

　一般会計は、教育・福祉・衛生・消防などの基本的な行政運営を行うための会計です。公共施設
の整備など、皆さんの暮らしを支える身近なものに使われています。

　特別会計は、国民健康保険や介護保険のよ
うに保険料を徴収する事業など、一般会計と
は区別し、収支を明確にする必要があるもの
です。七つある特別会計は、全体の歳入が1,
208.2億円、歳出が1,175.0億円で、実質収
支33.2億円の黒字となりました。

Point 1 一般会計の内訳

●学校給食センターの整備など、大規模投資事業の完了等
による市債の減など

前年度比 △30億3,465万円歳入

特別会計

● 退職手当の減による人件費の減や子育て世代への臨時特別
給付金の減少等による扶助費の減など義務的経費の減

● 大規模投資事業の完了等による投資的経費の減など

前年度比 △30億8,805万円歳出

　公営企業会計は、水道事業のように、民間
企業と同じ会計処理で事業ごとに収益を上げ
て運営する会計です。４年度の収益的収支で
は、水道事業会計、都市開発整備事業会計が
黒字、下水道事業会計が収支均衡となりまし
た。

公営企業会計

歳入
2,394.5億円

歳出
2,301.6億円

市税市税
990.7990.7億円億円

国・県支出金国・県支出金
720720億円億円

地方譲与税・交付金地方譲与税・交付金
181181億円億円地方交付税地方交付税

153.6153.6億円億円
市債市債

105.8105.8億円億円
繰入金・繰越金繰入金・繰越金
99.499.4億円億円

諸収入諸収入
72.272.2億円億円
使用料・手数料使用料・手数料
47.247.2億円億円

その他自主財源その他自主財源
24.624.6億円億円

商工費商工費
9595億円億円

諸支出金 113.7諸支出金 113.7億円億円
総務費 182.1総務費 182.1億円億円

土木費土木費
192.4192.4億円億円 衛生費衛生費

208.5208.5億円億円
教育費教育費
227.2227.2億円億円

公債費公債費
232.3232.3億円億円

消防費 70.1消防費 70.1億円億円
その他 35.6その他 35.6億円億円

黒字額92.9黒字額92.9億円億円

民生費民生費
944.7944.7億円億円

※実質収支とは、歳入から歳出を差し引いた額（形式収支）から、翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いた額をいいます。
　歳入額（2,394.5億円）ー歳出額（2,301.6億円）ー繰越財源（35.2億円）＝57.7億円

３年度 実質収支55.0 億円

４年度 実質収支
↓ 黒

字57.7 億円

Point 2 Point 3
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歳　　入 歳　　出

会　計　名 予算現額
（A）

収入額
（B）

収入率
（B/A）

執行額
（C）

執行率
（C/A）

一　般　会　計 240,305,337 104,547,989 43.5 88,461,628 36.8
特別会計（合計） 109,869,224 41,413,415 37.7 38,885,345 35.4

卸 売 市 場 事 業 1,687,043 654,051 38.8 362,354 21.5
母子父子寡婦福祉資金貸付事業 136,868 164,688 120.3 88,735 64.8
国 民 健 康
保 険 事 業

事 業 勘 定 51,955,273 17,431,629 33.6 16,325,571 31.4
直営診療施設勘定 151,961 85,045 56.0 46,193 30.4

介 護 保 険 事 業 46,296,548 20,191,642 43.6 19,249,550 41.6
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 8,840,992 2,861,364 32.4 2,805,306 31.7
奨 学 学 術 振 興 事 業 39,142 23,173 59.2 5,813 14.9
財 政 健 全 化 調 整 761,397 1,823 0.2 1,823 0.2

（単位：千円、%)

事　業　名 業　務　状　況

水道事業 給水人口/524,545人（普及率99.6％）
工事/配水施設整備、配水管敷設

都市開発整備事業 土地売却量 霊苑事業　73.30㎡

下水道
事業

下水道事業 処理場数
総処理水量

７カ所
58,419,232㎥

ｺﾐｭﾆﾃィ・
プﾗﾝﾄ事業

処理場数
総処理水量

６カ所
798,044㎥

集落排水事業 処理場数
総処理水量

11カ所
515,037㎥

土 地 16,909,102.73㎡
建 物 2,060,129.21㎡
出 資 金 6,206,594,600円
出資土地 167,304.00㎡

基金の現在高 672億5,315万円
（貸付金などを除く）

市債の未償還額 2,974億819万円

■一般会計予算と特別会計予算の執行状況

■公営企業の業務状況 ■公有財産の現在高

■基金と市債の現在高（全会計）

５年度
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上
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期
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を
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せ
し
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す
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し
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容
は
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す
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　基金は、主に特定の目
的のために積み立て、必
要な時に取り崩すお金で
す。市には現在21の基金
があり、４年度末の基金
の残高は、前年度末から
40億円増加し、約682億
円となりました。
●�市民１人当たりの貯金　
約12万９千円
（前年度比+８千円）

　市債は、主に市の長期
的な借金で、道路や公園、
学校などの整備のために
借り入れているものです。
４年度末の市全体の市債
残高は、前年度末から95
億円減少し、約3,119億
円となりました。
●�市民１人当たりの借金　
約59万２千円
（前年度比△１万５千円）

Point 4

Point 5

基金（貯金）と市債（借金）

　基金残高の増加、市債の減少に加え、各種財政指標は中核
市平均を上回るなど、健全な財政を維持できていると言えま
す。
●コロナ禍からの回復により、収入は一定程度増加しました
が、人口減少等により今後の増収は期待できない見込みです
●支出では、老朽化が進む公共施設等の長寿命化に加えて、
人口減少対策やデジタル化・グリーン化への対応が必要とな
るなど、財政をめぐる状況はより一層厳しいものとなること
が見込まれます
●今後の財政運営は、一般家庭に例えると、収入を増やす努
力をするとともに、家計にとって最適な支出となるよう、日
々の生活スタイルを見直していかなければならない状況です

※経常収支比率は、毎年常に支払わなくてはならないお
金が、市税などの毎年常に入ってくるお金に占める割合
です。この指標が100に近づくほど、自由に使えるお金
に余裕がなくなります

姫路の財政状況は？
物価高騰等による公共施設運営費の増加などに
より上昇

経常収支比率

86.5
87.3 87.2 87.4

83.6

平成30 令和1 2 3 4

（％）

（億円）
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基金残高の推移

670
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642
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30
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3,306

市債残高の推移

3,250 3,269

3,214 3,119

（億円）
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